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【主な経歴】
昭和 43 年　日本大学芸術学部卒業
昭和 45 年　株式会社　劇団若草入社
平成 19 年　演劇集団　座・東京みかん設立
平成 24 年　四国中央市・みすゞ塾開講

田辺　国武 さん

（昭和 20 年旧新宮村生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る
演出家・演劇集団「座・東京みかん」主宰
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編集･発行

ふるさとの　山に向ひて　言ふことなし 

ふるさとの山は　ありがたきかな　（石川啄木）

　ふるさとの 21 世紀を担う、子どもたちの心が育つ
環境作りのために「心にしみる」お芝居創りを通して、
素朴で新鮮な自然の美しさを感じ、ふるさとや家族を
愛する心、小さな生命への慈しみなどが体験できる「遊
びの塾」として生まれたのが【四国中央市・みすゞ塾】
です。「素直」「謙虚」「感謝」を基本理念とした「みすゞ
塾」は、表面的な演技の上達だけが目的ではありませ
ん。新しく出会った子どもから大人までが、みんなで
一つの作品を創り、演じ、鑑賞し、胸をときめかせ、
感動を分かち合い、共に支え合って、他者への思いや
りや優しさを育みながら、生きていることの証しとし
て心に刻印します。その感動は、いつの日か大人になっ
た時、目の前の困難を乗り越えるための大きな勇気や
力となって、さらなる夢へとつながります。私自身の
力は微々たるものですが、10 年、20 年後、みすゞ塾
を体験したみなさんが、優しさ溢れる故郷として、“世
界へ誇れる四国中央市”を構築されることを確信して
います。誰でも参加できる「みすゞ塾」は、未来へ向
かって勇気と希望を紡ぐ「夢工場」です。

編 集 後 記

四国地域産業協議会が療育用具を寄贈

　3/29（木）、四国地域産業協議会( 鈴木昇会長 )か
ら子ども若者発達支援センター（パレット）内の児童
発達支援センターに療育用具が寄贈されました。同協
議会は、大王製紙㈱及びグループ会社と取引のある企
業などで構成され、会員及び地域社会の発展に寄与す
ることを目的にさまざまな活動を行っている団体です。

5 月から新宮地域に地域おこし協力隊員が
加わりました！

【プロフィール】
前住所地：高知県
趣味：釣り、ステーキの焼き方研究

　生まれと育ちは茨城県ですが、自然豊かな四国に憧れ、
移住しました。地域おこし協力隊の活動として、地域の
皆さまと協力して狩猟を本格的にできることは大変あり
がたいと感じています。地域のイベントや活動にもぜひ
参加したいので、気軽に声をかけていただけると嬉しい
です。また、何もわからない場所での活動になりますの
で、いろいろと教えていただけると助かります。さまざ
まな人たちとの出会いを大変楽しみにしていますので、
どうぞよろしくお願いします。

ブログやフェイスブックでも隊員の活動を随時更新中！
【ブログ】　
「四国まんなか生活」で検索
【Facebook】
「フェイスブック 四国中央市地域おこし協力隊」で検索

青木　藍
あ い

 さん

地域おこし協力隊員（新宮地域）

　やっと春らしいあたたかい日が多くなってきました。こ
の季節の田植えやお茶摘みといった田舎ならではの光景を
見るとなぜだかホッとします。（石）

　今年もさまざまなプロスポーツのシーズンが始まりまし
た。昨年のえひめ国体・えひめ大会での県選手団に続き、
県内各チームの活躍を期待しています。頑張れ「愛媛」！（西）

　4月 15 日、何げなく空を見上げると 1羽の小さなツバメが飛
んでいました。慌ただしい毎日で気づきませんでしたが、いつ
の間にそんな季節にっ！？（藤）

　減量予定でしたが、春の山菜（特に天ぷら）が美味しすぎて、
もう我慢なんてできません！ルーカスのアメリカ料理（P10）、
青木隊員が焼いたステーキ（左上）も食べてみたいなぁ♪（井）

　昭和 39年から平成元年まで、童謡詩人・金子みすゞの実弟である、
劇作家・上山雅輔氏に師事。師の没後、つないだ「金子みすゞの世
界シリーズ」は、30作品以上。

活動内容：鳥獣害対策、狩猟


